
 

 

 

各分掌重点目標・達成状況・課題など 

 

総務部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

ＩＣＴ機器更新にとも

ない円滑な学校運営に

つながるよう、安定し

た運用体制のシステム

を構築していく。 

校務用タブレットの更

新に向けて、スムーズに

データ移行できるよう

に計画を立てる。また移

行後のトラブル等のサ

ポート体制を整える。 
Ａ 

新しい校務用タブレッ

トとアカウントに移行

したことに伴い、様々な

トラブルが発生したが

ＩＴ係を中心にサポー

トすることができた。ま

た、ＩＣＴ支援員と協力

し校務用タブレットだ

けでなく生徒用タブレ

ットのトラブルにも対

応することができた。 

引き続きＩＴ係を中心

に新システムのサポー

ト体制を整え、さまざま

なトラブル等に対応し

ていく。さらにＩＣＴ支

援員と情報共有を図り、

支援体制を整えていく。 

ＤＸ化を進め教職員の

負担軽減を図るととも

に、紙資源やエネルギ

ーの節約など環境負荷

軽減に取り組む。 

保護者や生徒への連絡

やアンケート集約など

さ ま ざ ま な 場 面 で

Microsoft Teams や

Forms、きずなネットを

活用し、業務の効率化を

図り、ペーパレス化に努

める。 

Ａ 

様々な場面でＴｅａｍ

ｓやＦｏｒｍｓを活用

し、生徒連絡や教員間の

連絡など業務の効率化

が進んだ。また、ＰＴＡ

をはじめとする保護者

への連絡等にきずなネ

ットを活用することが

できた。その結果、紙の

節約や印刷業務の軽減

などに貢献することが

できた。 

きずなネットについて

全保護者に登録しても

らえるよう呼びかけを

していく。 

生徒用タブレットにつ

いて教職員の負担が減

るようＩＣＴ支援員を

活用し、生徒へのサポー

ト体制を整える。また、

ＢＹＯＤについて研究

を進める。 

 

 

教務部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

学習指導要領に基づく

適切な学力診断および

評価方法の運用・協議・

研究を進める。 

学習指導要領の完成年

度を経て、観点別評価と

生徒の学習状況が相互

に関連するよう、学力診

断および評価方法の運

用・協議・研究を進める

ことを目指す。 

Ｂ 

観点別評価の運用によ

り、生徒の学習状況をよ

り具体的に把握するた

めの看取りを行う体制

が整いつつある。 

教科・学科内で観点別評

価の運用や評価基準を

継続的に見直し・協議

し、生徒の学習状況のさ

らなる改善につなげる

ための研究を推し進め

たい。 

「すすめるプロジェク

ト」を通じて、生徒の主

体的な学びを一層進め

る。 

「すすめるプロジェク

ト」を通じ、授業づくり

の協議・実践・振り返り

を学校全体で進め、生徒

の主体的な学びをさら

に促すことを目指す。 

Ａ 

講師を招いた講演や国

内外の視察で得た知見

を校内で共有し、授業改

善に向けた取組を進め

る体制が徐々に整って

きた。 

引き続き「すすめるプロ

ジェクト」を通じた授業

改善を継続し、次年度の

公開授業に向けて校内

での協議と実践を着実

に進めたい。 

 

令和７年度 名古屋市立工芸高等学校 学校評価について 



生徒指導部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

基本的生活習慣を確立

させる。 

・遅刻時の声かけによる

様子の確認。 

・担任、学年会と情報共

有をした上で、面談や

ゆとり登校を 実施。 

・関係各所との情報共

有。 

Ｂ 

・生徒面談や担任との情

報交換をすることで、

生徒の現状を把握で

きる場合もあり、基本

的生活習慣の定着に

向けたかかわりを持

てる生徒もいた。 

・遅刻面談の担当教員を

指導部員以外でも行

ったことで、多方面か

らの指導を行うこと

ができた。 

・保健室より保健室利用

の生徒情報を共有し

ていただけたことで、

生徒の状況を知るこ

とができた。 

・昨年度から遅刻面談の

システムを変更した

ことで、多方面からの

指導を行うことがで

き、遅刻数が減少して

きた。一方で遅刻に対

して改善の意思が低

い生徒もおり、また遅

刻理由の内容が多様

化してきていること

からも、継続して適切

な支援を検討してい

く。 

・保健室利用の状況と生

徒の遅刻などの状況

を分析していく。 

生徒が安全・安心に過

ごすことができるよう

課題予防的な取り組み

を考え、実施していく。 

・各担当中心に、担任や

学年会と定期的に情

報の共有を行う。 

・学校全体での情報共有

をいじめ等対策委員

会で行う。 

・講話等を実施。 

・自転車点検の実施。 

・ヘルメット着用の啓発

ポスターの作成。 

Ａ 

・学年会の情報を生徒指

導部内でも共有する

ことで、指導に活かす

ことができた。また、

いじめ等対策委員会

でも共有を行ったこ

とで、学校全体での情

報共有を行う体制を

継続することができ

た。 

・身だしなみ講話、サイ

バー犯罪防止講話を

行った。 

・自転車点検を実施し、

日ごろからの安全意

識を高めさせること

ができた。 

・生徒へ依頼し、ヘルメ

ット着用の啓発ポス

ターを作成すること

ができた。 

・学校全体で情報の共有

を行える体制を継続

していく。 

・講話の内容を検討して

いく。 

・ヘルメット着用の啓発

方法を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生徒会部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

生徒会活動における教

育上の目的を設定し、

持続的に教育的効果が

生まれる構造にする。 

 

・生徒会活動の教育的効

果について研修を行

い部内での意識をそ

ろえる。 

・各担当において活動

を「教育的かどう

か」という観点で見

直す。 

Ａ 

・各担当で生徒の発達段

階にあった生徒会活

動のリサイズが行わ

れた。その結果、生徒

が主体的に案を出し、

責任を持つようにな

った。 

業務過剰になっている

ところや、効果が見込ま

れないところの判断。選

択と集中が必要。 

生徒会活動に PDCAサイ

クルを定着させ、生徒

の主体性が伸びるしく

みを整える。 

行事が終わった後の反

省と引継ぎを生徒が中

心となって行う構造を

各担当に設置する。 Ｂ 

・各委員会で生徒主体と

なる反省が行われ、次

年度への引継ぎ事項

をまとめた。昨年度よ

り PDCA を回す意識が

各委員会に浸透した。 

生徒が自身の情報機器

を活用し資料作成、提案

ができるようにしてい

きたい。また、委員会内

でチームズの活用をさ

せていきたい。 

 

進路指導部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

本校におけるキャリア

教育の確立と、その効

果的な手立てを研究し

実践する。 

３年間を通した進路指

導計画方針を作成し、流

れや目的を確認しなが

ら、各行事の見直しを図

る。 

Ｂ 

本校のキャリア教育を

運用していく中で、今の

生徒に必要な教育を研

究、実践することができ

た。 

生徒が自主的に自らの

進路を選択する行動を

とることができるよう

なキャリア教育の手段

を考えていく。 

生徒が自らの能力・適

性や個々の成果に合っ

た進路選択ができるよ

うにサポートする。 

生徒が自身の適性や希

望などを見つめ直す機

会を提供し、個々の進路

選択に合わせたサポー

トをする。 Ａ 

生徒が探究活動や適性

検査の結果などを踏ま

え、自らの進路を選択で

きるよう、担任や学科の

協力を得てサポートす

ることができた。外部ツ

ールの活用が定着して

きた。 

引き続き、生徒の進路選

択の視野を広げられる

よう努める。必要に応じ

て企業や大学などの外

部と連携し、サポートを

充実させていく。 

 

保健部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

委員会の生徒が中心と

なって、美化や保健に

関する意識を全校生徒

で高め、健康的な学校

生活が送れるよう指

導・助言する。 

心身の健康や環境美化

を考える取り組みを生

徒と共に企画し、委員会

活動を通して、生徒自ら

保健や美化に関する活

動を行う意識づけを行

う。 

Ａ 

保健委員会は、保健だよ

りの発行、健康に関する

ポスターの制作・掲示、

「いのちの講話」の感想

文のまとめなどを生徒

主体で行い、全校生徒が

情報や考えを共有でき

るようにした。 

委員会の生徒が中心と

なって、美化や保健に関

する意識を全校生徒で

高め、健康的な学校生活

が送れるよう指導・助言

する。 

日々の学校生活の様

子、こころの SOSなどを

通じて悩みを抱える生

徒の早期発見に努め、

教職員や SCが連携して

サポート体制を整え

る。 

養護教諭と教育相談係

を中心に、教員同士が密

に連携を取り、見守りが

必要な生徒の早期発見

に努める。 

こころのSOSや日常生活

でサポートが必要な生

徒の様子を SC と共有す

る。 

Ａ 

養護教諭、教育相談係を

中心に情報収集を行う

とともに、関係各所と情

報を共有した。生徒を注

意深く見守り、必要に応

じて SC につないだ。 

今後も継続して、日頃の

生活や様々な活動から

生徒の変化に気づき、見

守りが必要な生徒の早

期発見に努める。教員同

士やSCとの連携により、

迅速な対応ができるよ

うにする。 



図書部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

図書館の設備充実 生涯を通じて読書に親

しむ習慣を身に付けら

れるよう、図書の選定を

行う。同時に、図書館の

設備を充実させ、図書館

利用の促進に努める。 

Ａ 

選書会などを通して積

極的に図書の選定を行

うとともに、個展コーナ

ーなどを設け、来館者に

興味を持ってもらえる

環境を整えることがで

きた。 

昨年度に引き続き、本の

展示のための器具や、本

を守るためのカーテン

など、設備の充実が求め

られる。 

生徒の主体的な委員会

活動 

生徒の主体的な広報活

動に加え、魅力的な図書

館行事を増やし、それに

よって利用者増加を図

る。 

Ａ 

新しい行事を設けるこ

とで、より積極的な生徒

の活動が見られた。 

新しく始めた行事を定

着させるとともに、より

生徒主体で運営できる

ような働きかけをして

いきたい。 

 

工務部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

特色・魅力のある工業

教育の実現 

本校独自の工業教育に

加え、ＳＴＥＡＭ教育を

取り入れ、従来の工芸高

校からさらに発展した

魅力的なカリキュラム

を研究する。 Ｂ 

各学科が魅力的なカリ

キュラム研究を進めて

いるが、実際の授業への

反映は限定的であり、十

分な成果には至ってい

ない。試行的な取り組み

は行ったものの、魅力あ

る教育の実現にはさら

なる具体化と発信方法

の工夫が必要である。 

その時代に必要とされ

る授業内容や、魅力ある

カリキュラムの体系化

を進める必要がある。ま

た、学校の特色を広く発

信する仕組みを構築し、

地域との連携を強化す

ることが求められる。 

デジタル人材やものづ

くり人材の育成に向け

た課外活動の充実 

ＫＯＧＥＩ ＤＥＳＩ

ＧＮ ＯＦＦＩＣＥや

ものづくりを通じた産

学官連携や競技大会へ

の挑戦に取り組みなが

ら、ＤＸや次世代のもの

づくりを担う人材育成

をさらに充実させる。 

Ａ 

最新機器の導入により、

実践的な学習環境が整

備された。DX ハイスクー

ルの取り組みを継続す

る中で、生成 AI を活用

した課題解決型学習を

始めるきっかけを作る

ことができた。 

生成 AI を活用した学習

活動をさらに充実させ、

地域との共同プロジェ

クトなどを通じて実践

的な体験を提供するこ

とが重要である。また、

生徒が主体的に取り組

む場を設け、デジタルス

キルの定着を図る必要

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



広報企画部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

安定した受検生確保の

ため、様々なイベント

を企画・発信する。 

・部活動見学会を実施 

・SNS を活用した広報活

動の実施 

・教員向け説明会の実施 

・近隣中学校のキャリア

ナビゲーターとの連

携 

 

Ｂ 

・様々なツールを使用し

て様々な取り組みを

発信できた。 

・教員向け説明会の実

施・近隣中学校のキャ

リアナビゲーターと

の連携や広報活動の

実施ができた。 

・有益な情報を多く発信

する。（内容は精査する） 

・近隣中学校のキャリア

ナビゲーターと連携を

図り、近隣中学校へのア

プローチを図る。 

 

関係部署との連携を図

り、安定した受検生の

確保のための情報収

集・分析を行い、活用方

法を検討する。 

・中学校訪問の企画・立

案・まとめ 

・進路説明会、上級学校

説明会の対応 

・入学案内、学校パンフ

レットなどの製作 

・卒業生の活躍冊子の制

作 

・進路説明会等の拡充 

Ａ 

・多くの中学校での進

路説明会を実施する

ことができた。 

・卒業生の活躍冊子の

制作の実施に向けて

同窓会と協力でき

た。 

・進路説明会をクラス

単位や HR で活用して

もらえるように広報

できた。 

・広報活動の対象を整理

し、対象にあった発信

方法を検討する。 

・教員向け説明会は次年

度以降も随時受け付

け対応する。 

・卒業生の活躍冊子につ

いては3年をめどに刷

新をしていく予定で

ある。 

 

 



学校生活アンケート（全校）　　　令和元年度から令和７年度の比較 教務部資料

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

クラスの友人関係はうまく行っている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

先生に気軽に質問や相談をすることができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

楽しいと思う生徒会行事や学校行事がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

部活動など学校生活で打ち込めるものがある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

自分の学校生活に意義を感じている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

高校生になって中学生のときより自分の将来の目標がもて

るようになった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

楽しいと思う授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

ためになると思える授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

自分には好きな科目がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

入学したときと比べて好きな科目が増えた

凡例

とても思う まあ思う

あまり思わない まったく思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

自信のもてる教科がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

分かりやすい授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

内容が工夫された授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

学力が少しずつ向上してきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

人前で発表することが得意になった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

将来に向け何を学習したらよいか分かってきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

いろいろな体験ができる機会があり、自分自身の視野が

広がった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

将来を考える機会が多くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R07

R06

R05

R04

R03

R02

R01

私は価値のある人間だと思う
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努力すれば大体のことができる
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自分が優秀だと思う
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私は先生に優秀だと認められている


